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広島県では、 平成 23 年（2011 年）より 「 国際平和拠点ひろしま構想」の策定事業が始

まり、 平成 27 年で 3 年目となっている。 との当構想におけるこれまでの取組を評価し、

次の段階への提言ないしは問題点を挙げていくこととする。

なお、 今回行った政策評価は、 平成 27 年 6 月に実施した広島県地域政策局平和推進プ

ロジェクト・チー ムおよび広島市立大学広島平和研究所におけるヒアリング調査を主な参

考とした。

1. 政策評価の手法

今回の政策評価を実施するにあたり、 評価のための枠組みおよび方法を決定しなければ

ならない。 そこで我々は 「理論評価」と呼ばれる評価方法を採用した。

理論評価lとは、 政策における因果関係をもとに、 目標に向けての一連の流れに様々な要

素をあてはめていき、 目標への到達度を図ることを可視化する評価方法である。 今回、

我々は 「目的・投入・活動・結果・成果Jの5つのカテゴリー に分類し、 政策の流れをそ

れぞれのカテゴリーに入れることを行い、 基準を作成することで目標への到達度を評価し

た。

さて、 これらの分類について説明すると、 「目的Jとは、 政策によって追求される望ま

しい社会的状況や状態である。 この目的が抽象的な場合は、 さらに「個別目標」を列挙す

ることにより具体性を与える。

「投入」については、 どのような資源を、 どれくらいの分量で、 またし、かなるタイミン

グで、 といった政策に必要な資材の種類や分量、 時間を明らかにするものである。 例え

ば、 予算のようなf資金的資源jや、 どのような人材、 何人のスタッフが投入されたかと

いった「人的資源」がそれにあたる。

「活動jは、 資源、の投入に基づき、 実際に何を実行するか、 あるいは何を生み出すかと

いった要素を取り上げる。

「結果」については、 実際に何が実行されたかを明らかにするものであり、 そして、

「成果Jとはその結果に基づいて、 どれだけの効果ないしは影響がもたらされたのかを示

すものである。

この「成果Jがどれだけもたらされたのかによって、 「目的jへの到達度が明確にな

り、 現段階でどの位置にまで到達しているのか、 到達していないのであればどのような点

1今回の理論評価は龍， 佐々木『「政策評価jの理論と技法』多賀出版（pp.25·36）をもとに行ってい
る。 詳しくは該当箇所を参考されたい。
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